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北海道向けの生産・開発・営業・冷蔵部門を集約 
 

北海道工場竣工・稼働開始 
 

 
東洋水産株式会社（本社：東京都港区、社長：堤 殷）では、予てより進めておりました

札幌市内から小樽市への即席麺工場並びに営業拠点の移転を、２０１２年５月上旬に完了致

しました。移転後の新工場は「北海道工場」、営業拠点は「北海道支店」と、名称が変わり

ます。 

 

移転先用地には、１９９４年に石狩第１冷蔵庫、２００２年に生麺・魚肉ハムソーセージ

製造工場である石狩東洋㈱を設置しており、ここに隣接して北海道工場・北海道支店が建て

られました。昨年５月に着工、今年４月に竣工し、工場ラインの移設・稼動を開始しており

ます。新工場は、大型直線ラインによる効率化で製造能力が約２割高まり、商品の安定供給

体制を強化致しました。 

尚、石狩東洋㈱は２０１２年３月１日で東洋水産㈱に吸収合併し、「北海道工場 第二工

場」と名称を変更致しました。 

 

今月上旬には営業拠点の移転も終え、これにより即席麺・生麺・魚肉ハムソーセージ商品

の大規模生産拠点と、北海道地区限定商品開発を行う研究部門、営業部門、冷蔵部門が一箇

所に集約されました。製販一体の地域に根ざした事業展開で、道内全域に向けたマルちゃん

商品の発信力強化と、一層のサービス向上に努めてまいります。また、道内限定即席カップ

麺の「赤いきつねうどん北海道」や「やきそば弁当」等一部パッケージには、北海道工場竣

工記念のマークをつけて展開し、広くお客様に PR してまいります。 

 

 工場内には「やきそば弁当」の製造工程をご覧いただける見学通路を設置致しました。 

小･中学校の社会科見学等でご利用いただけるよう、今年秋頃からの運用を予定しておりま

す。 
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《 北海道工場の概要 》 
 ○日程   

２０１１年 ５月 工事着工 

２０１２年 ３月 石狩東洋㈱を東洋水産㈱に吸収合併 

４月 竣工、ライン移設・稼動開始 

５月 営業拠点移設完了  

 ○所在地    北海道小樽市銭函 

 ○総投資額   約６０億円 

○施設の概要 

 ・構造    鉄骨造３階建て 

・建築面積   ９，４００㎡ 

  ・延床面積  ２３，０００㎡ 

 ○設置ライン  即席麺類 合計 ４ライン（カップ麺、袋麺） 

○生産品目   赤いきつねうどん、緑のたぬき天そば、やきそば弁当 他 

○製品供給地区 北海道全域 

○設備の特徴 

  ・大型の直線生産ラインによる省力設備 

  ・衛生と品質管理を重視した最新の設備  

  ・空調の集中管理システムの導入（給排気、外気の侵入、湿度、温度等） 

・資材自動倉庫設置による原材料管理体制の集約と効率化 

・断熱性能が高い環境配慮型の建屋構造 

 

 

北海道工場 完成図 
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《 新工場製造のマークが入ったパッケージ 》 

 
マルちゃん 赤いきつねうどん 北海道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マルちゃん やきそば弁当 
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